
令和８年度 山形市当初予算案の特長 ［一般会計当初予算額１,１７１億４,６００万円 過去最大］

１ まちをつくる

２ ひとを育む

３ しごとを豊かにする

４ 未来へつなげる行政経営
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男女共同参画

プロモーション

健康医療先進都市・文化創造都市を確立し、選ばれるまちとなる 市民目線の行政×チャレンジする市政

・新駅整備検討事業【継続】 ７３,７３４千円

・山寺地区景観形成(無電柱化)事業【継続】 １０１,０００千円

・粋七エリア整備事業【継続】 １,０４４,６０４千円

・旧大沼エリア再開発推進事業【継続】 ３１,４５４千円

・(仮称)花小路公園整備事業【継続】 １６４,０００千円

市南部の重要な結節点となる新しい駅の設置に向けて、駅や駅前広場の基本設計等を実施する。

より良い景観形成と冬期間の交通安全を図り、山寺の魅力を向上させるため、無電柱化・道路消雪舗装事業を実施する。

回遊性の向上や賑わいの創出を目指し、「粋な町七日町」をコンセプトとして街区の整備を進める。

旧大沼と済生館の周辺エリアが将来的に中心市街地をけん引する地域となるような整備の検討を進める。

令和９年度のオープンに向けて、旧千歳館エリア・リノベーション事業と一体となる新しい公園を粋七エリア整備
事業と連携して整備する。

・木造住宅耐震改修事業【継続】 １５,３９７千円

木造住宅の安全性の確保・向上を図るため、市民が自己の住宅に行う耐震改修工事や減災対策工事を支援する。

・公衆街路灯助成事業【継続】 １１０,７４１千円

町内会等が設置・維持管理している公衆街路灯の電気料への補助のほか、ＬＥＤ照明の導入等への補助単価を見直し
て支援する。

・鳥獣生活環境被害対策事業【拡充】 ２７,４２７千円

熊などの鳥獣による被害を防ぐため、地域ぐるみの鳥獣対策への支援のほか、緊急銃猟や鳥獣の出没抑制対策への
支援を実施する。

６３,６８８千円

市民や事業者による省エネ性能の高い空調設備・地中熱空調設備・照明機器・給湯機器の導入や更新への補助を行う。

・省エネ高効率設備導入補助事業【継続】

・出羽小学校プール・屋内運動場等改築事業【継続】 ６３８,０６９千円

屋内運動場の令和８年８月の完成に向けて、引き続き改築工事等を行うとともに、旧屋内運動場の解体設計
や外構設計を行う。

・市立小・中学校タブレット運用事業【継続】 ３２６,２２６千円
新たに導入した高性能タブレットを活用し、電子黒板や学習支援ソフトと連携したＩＣＴ教育を推進する。

・(仮称)西部保育所整備事業【新規】 ２６,４３８千円

老朽化した保育所の統合による(仮称)西部保育所・こどもまんなか相談室の整備(令和１２年度供用予定)に向けて、
基本設計等を行う。

・支援対象児童等見守り強化事業【拡充】 ４７,９３３千円

ＬＩＮＥでの情報発信と相談に、ＡＩによる２４時間相談機能を加え、さらに充実した見守り支援を行う。

・ＳＵＫＳＫ生活推進事業【継続】 ４７,１７７千円
健康ポイント事業、ウォーキングマップ作成、ＳＵＫＳＫメニュー認定事業を実施する。

・新広域斎場整備事業【継続】 ５１,１５９千円

２市１町で連携して行う新広域斎場の整備に向けて、用地測量設計及び環境影響調査等を行う。

・骨粗しょう症検診事業【新規】 ３,６６３千円

運動器疾患を予防するため、４０歳から６０歳までの５歳刻みの年齢の女性を対象に、骨粗しょう症検診を実施する。

・我が事・丸ごと地域づくり推進事業【継続】 ４,２１３千円

住民の身近な圏域に相談活動の拠点を設置し、住民自ら課題を把握することで解決につなげる相談体制づくりを行う。

・やまがた秋の芸術祭・やまがた冬の芸術祭事業【継続】 ９,８５０千円

多くの人々が多彩な文化芸術に身近に触れる機会を創出し、文化創造都市の新たな価値を創造していく。

・Ｑ1プロジェクト推進事業【継続】 ８３,５１０千円

創造都市の拠点であるＱ1の運営や情報発信、新たな価値創造のための地元企業との連携や人材育成等を行う。

・市民会館整備運営事業【継続】 ２,０５０,６１４千円

令和11年度のオープンに向けて、実施設計を行い、建築工事に着手する。

・県・市共同スポーツ施設整備検討事業【継続】（令和７年度からの繰越：２３,２１１千円） ８９千円
県と共同で整備する施設の規模・機能やＰＦＩ導入等の可能性について引き続き検討を行う。

・山形北インター産業団地開発事業【継続】 ３０９,９９８千円

令和８年度の分譲開始に向けて、周辺の道路案内標識を更新し、産業団地へのアクセスを向上させる。

・日本一の観光案内推進事業【継続】 １０１,１５９千円

日本一の観光案内所の整備に向けた基本設計を行うとともに、備えるべき機能の研究を行う。

・旧千歳館エリア・リノベーション事業【継続】 ３,７５３千円

令和９年度のオープンに向けて、旧千歳館の建物を保存・活用した拠点施設を整備するとともに、機運醸成を行う。

・さくらんぼトレーニングファーム整備・運営事業【継続】 １２,４１７千円

令和８年５月に開園し、実地研修等を行い、将来の担い手の育成・既存樹園地を継承する体制づくりを進めていく。

・公民連携による女性人材育成事業【拡充】 １,６８１千円

女性人材育成プログラムに取り組むとともに、新たに女性人材育成の専門家を企業に派遣する。

・やまがたの食発信事業【継続】 １０,０００千円

やまがたの食のさらなるブランド化を進め、食をきっかけとした市産品の消費拡大と誘客を促進する。

・ＤＸ推進事業（ＤＸ推進体制整備事業）【拡充】 １４,８２９千円

専門知識を持つ人材としてＣＤＸＯ（ＤＸの最高責任者）補佐官を任用するとともに、
各所属の業務改革を先導するＤＸ推進リーダーを養成する。

・自律型人材育成プロジェクト事業【拡充】 １７,８７８千円
自分で考え、主体的、能動的に行動できる自律型人材を育成するため、自律型人材育成
基本計画に基づき、行動計画を策定する。

・西部工業団地公園内スポーツ施設整備事業【継続】 ６７５,１９０千円

令和９年度のオープンに向けて、ソフトボール場等のスポーツ施設の整備を進める。

令和８年２月１３日
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